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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、2021年９月10日に公表いたしました2022年７月期第２四半期（累計期間）の業

績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

   2022年７月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（2021年８月１日～2022 年１月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

四半期 

純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

5,390 

百万円 

160 

百万円 

220 

百万円 

140 

円 銭 

12.99 

今回修正予想（B） 5,450 312 382 254 23.63 

増減額（B-A） 60 152 162 114 ― 

増減率（%） 1.1 95.0 73.6 81.4 ― 

（ご参考）前第２四半期実績 

（2021年７月期第２四半期） 
4,888 611 671 417 39.04 

 

２．修正の理由 
   当第２四半期累計期間は、売上高ではほぼ予想通りで推移いたしました。 

   売上総利益では、他社に製造委託していた商品を自社工場製造に切り替えたことや、群馬・栃木工場

での生産効率化等による材料費の削減、工場の機械化による人件費の削減に加え、第１四半期に見込ん

でいた栃木工場の不動産取得税の発生が一部のみとなり約 55 百万円が第３四半期以降の計上となった

こと等により、予想を上回る見込みです。 

   販売管理費では、ピッキング作業の機械化に伴う業務委託費の削減が出来たものの、直販売上増加の

ための広告宣伝費、加須物流センター稼働に伴う人件費が増加いたしました。また、第２四半期に見込

んでいた加須物流センターの不動産取得税７百万円が第３四半期以降の計上となりました。これらによ

り、営業利益、経常利益が予想を上回る見込みです。 

   加えて、新倉庫建設用地として取得していた群馬県館林市の土地の譲渡に伴い、2022年７月期第２四

半期会計期間において、固定資産売却益約 22 百万円を特別利益として計上いたします。 

 

   なお、通期業績予想につきましては、各種原材料、物流コスト、副資材等の高騰が続いており、この

先もこれらの値上げ要請が続くと想定されること、加須物流センターの稼働に伴う初期費用が想定以上

に発生する見込みであること等により、2021年９月 10 日に公表いたしました 2022 年７月期業績予想は

据え置くこととしました。 

   今後の状況を踏まえ、修正が必要と判断される場合には、速やかに開示いたします。 

    

会 社 名 株 式 会 社 シ ル バ ー ラ イ フ 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 清 水 貴 久 

 （コード番号：9262 東証第一部） 

問合せ先 管理部次長兼経営企画課長 齋 藤 玲 子 

 （TEL. 03-6300-5629） 
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（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


